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し
て
い
る
。
十
九
歳
ご
ろ
か
ら
村
の
青
年
団
に
出
征
兵
士

を
送
る
小
さ
な
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
あ
っ
て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
担
当
し
な
が
ら
み
ん
な
を
ま
と
め
、
軍
隊
の
軍
旗
祭

と
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
で
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
演
奏

し
、
職
を
終
え
て
の
老
人
会
で
は
大
正
琴
と
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
音
楽
に
携
わ
っ
た
人
生
で
も
あ
る
。

体

験

記
富
山
県

小

森

繁

雄

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
月
五
日
、
富
山
県
下
新
川

郡
舟
見
町
に
て
、
父

甚
次
郎
、
母

ひ
な
、
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
兄
弟
は
姉
と
弟
妹
四
人
の
六
人
で
す
。

家
は
農
業
を
営
み
生
計
を
た
て
る
。
昭
和
二
年
四
月
、
町

立
舟
見
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
、
昭
和
十
一
（
一
九
三

六
）
年
三
月
同
校
高
等
科
三
学
年
を
卒
業
し
、
同
年
五
月

鉄
道
省
名
古
屋
鉄
道
教
習
所
へ
入
所
、
同
年
十
月
修
了

し
、
国
鉄
高
山
線
西
富
山
駅
に
駅
手
と
し
て
採
用
さ
れ
勤

務
す
る
。

昭
和
十
三
年
一
月
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
転
出

し
、
奉
天
鉄
道
工
場
に
勤
務
す
る
。
昭
和
十
五
年
四
月
徴

兵
検
査
と
な
り
奉
天
（
瀋
陽
）
に
て
受
く
。
甲
種
合
格
と

な
り
、
昭
和
十
六
年
二
月
十
日
、
郷
里
の
富
山
東
部
四
十

八
部
隊
に
現
役
兵
と
し
て
入
隊
す
る
。
同
月
十
九
日
、
満

州
派
遣
の
た
め
石
川
県
七
尾
港
出
帆
し
、
二
十
三
日
、
朝

鮮
羅
津
港
上
陸
、
二
十
四
日
、
鮮
満
国
境
通
過
、
満
州
国

牡
丹
江
省
寧
安
県
樺
林
着
、
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
第
二
大

隊
第
二
機
関
銃
中
隊
坂
本
隊
に
入
隊
し
、
事
務
に
精
励
し

お
り
し
も
、
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
四
日
、
関
特
演
特
別

大
演
習
に
よ
り
樺
林
出
発
し
、
石
門
子
を
経
て
牡
丹
江
省

東
寧
県
老
黒
山
に
移
動
し
同
地
に
て
兵
舎
を
建
設
し
駐
留

す
る
。

私
た
ち
第
二
大
隊
松
野
部
隊
は
昭
和
十
九
年
一
月
十

日
、
当
時
ソ
満
国
境
警
備
中
の
関
東
軍
指
揮
下
の
第
九
師

団
（
師
団
長
樋
口
中
将
）
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
（
連
隊
長

奥
大
佐
）
に
大
隊
長
と
し
て
赴
任
し
た
松
野
大
尉
が
第
二

大
隊
長
と
な
り
引
き
続
き
老
黒
山
に
駐
屯
し
て
ソ
連
と
の
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国
境
警
備
中
、
南
方
、
沖
縄
、
南
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
及

び
北
方
千
島
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
、
キ
ス
カ
、
ア
ッ
ツ
方

面
の
風
雲
急
を
告
げ
る
に
及
び
、
こ
の
方
面
へ
の
作
戦
参

加
の
た
め
、
昭
和
十
九
年
、
関
東
軍
の
（
重
装
備
師
団
）

↓
（
歩
兵
）
精
鋭
部
隊
よ
り
一
連
隊
当
た
り
一
個
大
隊
の

抽
出
派
遣
が
行
わ
れ
、
我
が
大
隊
は
ソ
満
国
境
沿
い
の
冬

期
演
習
に
参
加
中
に
こ
の
栄
に
浴
し
、
昭
和
十
九
年
二
月

二
十
九
日
老
黒
山
を
出
発
（
松
野
大
隊
長
の
み
連
隊
長
よ

り
直
接
北
方
軍
の
指
揮
下
に
入
る
事
を
命
令
さ
れ
行
先
を

承
知
し
て
い
た
）。
軍
用
貨
車
輸
送
に
よ
っ
て
鮮
満
国
境

を
経
由
、
元
山
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）、
釜
山
に
着
き
、
釜

山
に
お
い
て
約
一
週
間
駐
留
。
同
年
三
月
十
日
、
寒
地
防

寒
の
完
全
装
備
と
最
新
式
兵
器
装
備
を
整
え
、
関
釜
連
絡

船
三
隻
の
船
団
を
組
ん
で
、
敵
の
潜
水
艦
の
攻
撃
を
避
け

る
た
め
、
ジ
グ
ザ
グ
航
行
と
対
空
対
潜
警
備
、
警
戒
配
備

で
荒
海
の
玄
界
灘
を
渡
り
、
同
日
九
州
の
博
多
に
上
陸

し
、
軍
用
列
車
に
よ
る
鉄
道
輸
送
で
山
陽
線
、
東
海
道

線
、
東
北
本
線
と
列
車
の
よ
ろ
い
戸
を
閉
め
、
外
部
の
様

子
は
全
然
見
え
な
い
中
、
日
本
本
土
を
縦
断
し
て
青
森
よ

り
青
函
連
絡
船
に
乗
り
津
軽
海
峡
を
渡
り
、
北
海
道
函
館

に
上
陸
し
、
再
び
鉄
道
輸
送
で
小
樽
に
至
り
同
地
に
約
一

カ
月
間
民
宿
駐
留
し
て
昭
和
十
九
年
四
月
、
北
方
軍
、
司

令
官
樋
口
中
将
の
指
揮
下
に
入
り
、
軍
司
令
官
直
轄
の
独

立
部
隊
と
な
り
、
さ
ら
に
北
進
し
て
根
室
に
至
り
約
一
カ

月
間
、
寺
院
や
小
学
校
等
に
分
駐
し
て
千
島
へ
前
進
す
る

時
を
待
つ
。

固
有
部
隊
名

独
立
歩
兵
第
四
百
二
十
二
大
隊
、
通
称

部
隊
名

憲
（
後
で
摧
に
変
更
）
一
二
六
二
四
部
隊
、
命

令
系
統

八
十
九
師
団
団
長
清
水
中
将
、
混
成
四
旅
団
旅

団
長
土
井
少
将
（
松
野
部
隊
は
千
島
国
後
島
守
備
の
任
務

を
命
令
さ
れ
る
）。

昭
和
十
九
年
五
月
十
三
日
、
解
氷
（
国
後
島
周
辺
は
流

氷
で
船
の
航
行
不
可
能
の
た
め
）
を
待
ち
、
解
氷
と
同
時

に
知
床
半
島
ノ
サ
ッ
プ
岬
の
花
咲
港
よ
り
漁
船
に
分
乗

し
、
翌
五
月
十
四
日
千
島
国
後
島
に
上
陸
。
同
島
の
守
備

部
隊
と
し
て
半
地
下
兵
舎
の
建
設
、
地
下
陣
地
の
構
築
を

実
施
し
つ
つ
北
方
警
備
の
任
務
を
遂
行
中
、
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
九
月
一
日
よ
り
部
隊
主
力
は
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白
糠
泊
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
色
丹
島
の
穴
間
、
歯
舞
諸

島
等
に
お
い
て
武
装
を
解
除
す
（
自
主
的
に
）。
九
月
二

日
、
連
合
軍
指
揮
官
の
命
に
よ
っ
て
ソ
連
軍
が
平
等
、
対

等
の
立
場
で
停
戦
協
定
を
結
び
平
和
裏
に
武
装
解
除
す

る
。

入
ソ
状
況

部
隊
主
力
、
大
隊
本
部
、
二
中
隊
新
田
隊
、
四
中
隊
二

村
隊
、
機
関
銃
中
隊
此
川
隊
二
個
小
隊
は
昭
和
二
十
年
九

月
二
日
国
後
島
白
糠
泊
に
お
い
て
武
装
解
除
。
九
月
八
日

東
京
へ
輸
送
す
る
と
言
わ
れ
て
ソ
連
の
カ
ニ
工
船
に
乗

船
。
翌
早
朝
出
帆
。
国
後
水
道
を
通
過
し
て
安
渡
移
矢
岬

を
回
り
国
後
島
北
岸
を
通
り
、
樺
太
大
泊
港
経
由
で
九
月

十
六
日
ソ
連
領
沿
海
州
（
九
月
十
一
日
大
泊
港
で
積
荷
の

積
み
か
え
作
業
あ
り
）
真
岡
対
岸
と
お
ぼ
し
き
ポ
ー
ト
ワ

ニ
軍
港
付
近
の
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
に
上
陸
。
同
地
よ
り
ま
き
で

走
る
汽
車
で
貨
車
輸
送
さ
れ
、
森
林
続
き
の
鉄
路
を
休
み

休
み
走
り
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
一
日
コ
ム
ソ
モ
リ
ス

ク
地
区
、
シ
ベ
リ
ア
の
ム
リ
ー
地
区
第
六
収
容
所
に
入
り

自
後
同
地
に
抑
留
さ
れ
森
林
伐
採
作
業
に
従
事
す
る
。

ま
た
、
一
部
一
中
隊
佐
野
隊
（
昭
和
二
十
年
九
月
一
日

色
丹
島
に
お
い
て
武
装
解
除
）、
九
月
五
日
鈴
木
作
業
大

隊
（
指
揮
官

鈴
木
大
尉
）
に
編
入
さ
れ
、
九
月
九
日
、

色
丹
出
帆
、
樺
太
大
泊
経
由
九
月
十
六
日
ポ
ー
ト
ワ
ニ
上

陸
。
同
地
に
お
い
て
部
隊
主
力
と
接
触
せ
る
も
別
の
車
両

で
別
輸
送
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
消
息
不
明
と
な
る
。
ま

た
一
部
重
機
関
銃
主
力
此
川
隊
、
三
中
隊
安
村
隊
は
九
月

一
日
色
丹
島
穴
間
に
お
い
て
武
装
解
除
。
九
月
六
日
大
浜

作
業
大
隊
（
指
揮
官

大
浜
中
佐
）
に
編
入
。
色
丹
島
及

び
国
後
島
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
。

九
月
二
日
よ
り
穴
間
湾
の
岡
の
上
で
野
営
を
し
、
付
近

の
糧
秣
庫
よ
り
食
糧
を
集
め
自
炊
す
る
。
糧
秣
は
日
本
軍

が
山
中
に
備
蓄
し
て
あ
っ
た
の
を
ソ
連
兵
の
目
を
か
す
め

て
徴
発
し
た
。
そ
し
て
六
日
ま
で
同
じ
場
所
で
何
も
す
る

こ
と
な
く
、
ソ
連
兵
の
看
視
の
も
と
で
た
だ
糧
秣
の
徴
発

に
苦
慮
し
た
。
そ
し
て
翌
日
か
ら
約
三
十
人
単
位
の
作
業

班
を
作
り
、
日
本
軍
が
山
中
に
備
蓄
積
保
管
し
て
あ
っ
た

糧
秣
（
玄
米
、
俵
に
入
っ
て
い
る
。
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
入

り
）
を
山
中
か
ら
約
二
キ
ロ
の
穴
間
湾
の
仮
設
桟
橋
ま
で
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運
ぶ
作
業
を
一
週
間
も
続
け
る
。
ソ
連
指
揮
者
に
、
こ
の

米
は
ど
う
す
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
お
ま
え
た
ち
の
同
僚

が
食
べ
る
の
だ
か
ら
大
切
に
船
積
み
す
る
よ
う
に
注
意
さ

れ
る
。
ま
た
、
一
部
は
日
本
内
地
へ
送
り
、
国
民
が
食
糧

が
無
く
て
困
っ
て
い
る
か
ら
渡
す
の
だ
等
と
言
っ
て
作
業

を
せ
か
せ
る
。
島
に
日
本
軍
が
残
し
た
被
服
、
医
薬
品
そ

の
他
物
品
を
ソ
連
の
船
に
積
み
込
む
毎
日
で
あ
っ
た
。
そ

の
作
業
が
一
段
落
す
る
と
、
穴
間
湾
で
武
装
解
除
し
た
日

本
軍
の
兵
器
、
弾
薬
を
集
積
し
て
あ
る
場
所
か
ら
選
別

し
、
兵
器
類
は
破
壊
し
、
弾
薬
と
と
も
に
小
舟
に
積
ん
で

穴
間
湾
の
沖
合
の
海
中
に
捨
て
る
作
業
で
、
兵
器
に
は

「
菊
の
ご
紋
章
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
何
と

も
言
い
よ
う
の
な
い
気
も
し
ま
す
。

十
一
月
中
旬
こ
ろ
に
な
っ
て
色
丹
島
の
整
理
も
大
体
終

わ
り
、
自
分
た
ち
の
作
業
班
六
十
人
は
十
一
月
十
五
日
、

国
後
島
の
押
臼
へ
移
動
し
、
同
所
で
水
車
を
動
力
と
し
て

製
材
所
を
営
業
し
て
お
ら
れ
た
民
間
人
の
野
田
豊
次
郎
氏

の
指
導
の
も
と
で
伐
採
作
業
と
製
材
、
大
工
仕
事
と
、
ロ

シ
ア
人
の
住
む
住
宅
の
建
設
作
業
に
従
事
す
る
。
作
業
は

元
島
民
の
方
と
一
緒
に
、
ま
た
ソ
連
人
も
ま
じ
っ
て
の
仕

事
で
、
割
合
気
楽
で
あ
っ
た
。
宿
舎
は
戦
前
に
島
民
が
住

ん
で
お
ら
れ
た
家
屋
、
引
き
揚
げ
て
留
守
に
な
っ
て
い
る

家
屋
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
家
を
改
造
し
て
宿
泊
し
て
い

た
。
ま
た
、
元
島
民
の
方
々
も
、
内
地
へ
引
き
揚
げ
る
の

が
遅
れ
た
方
、
自
分
た
ち
の
都
合
で
島
に
残
留
し
て
お
ら

れ
る
家
族
も
四
家
族
ほ
ど
お
ら
れ
、
ソ
連
人
の
指
導
者
と

な
っ
て
漁
師
、
大
工
等
を
し
て
生
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
続
け
、
い
つ
内
地
へ
帰

れ
る
の
か
、
ま
た
内
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
外
部

か
ら
の
情
報
が
少
な
く
、
時
々
ソ
連
人
は
、
今
は
日
本
へ

帰
っ
て
も
、
家
も
ア
メ
リ
カ
の
空
爆
で
焼
け
て
な
く
な

り
、
食
べ
物
も
不
足
し
て
い
る
か
ら
、
帰
ら
な
い
で
こ
こ

に
お
っ
た
方
が
良
い
の
だ
と
い
っ
て
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
望
郷
の
思
い
は
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
深
く

な
り
、
一
日
も
早
く
帰
れ
る
こ
と
を
祈
る
。

国
後
島
で
の
作
業
も
終
わ
り
、
今
度
こ
そ
日
本
へ
帰
れ

る
の
だ
と
思
い
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
、
国
後

島
を
出
帆
し
た
が
、
着
い
た
港
は
樺
太
大
泊
港
で
、
上
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陸
、
直
ち
に
汽
車
に
乗
り
北
上
し
、
八
月
二
十
八
日
、
樺

太
気
比
収
容
所
に
入
り
同
地
に
抑
留
、
伐
採
、
草
刈
り
、

道
路
の
建
設
に
日
夜
に
わ
た
り
ノ
ル
マ
に
追
い
回
さ
れ
、

今
ま
で
色
丹
、
国
後
島
で
の
作
業
と
異
な
り
、
食
糧
も
悪

く
、
栄
養
失
調
で
、
寒
さ
と
疲
労
の
た
め
毎
日
の
よ
う
に

犠
牲
者
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
心
細
く
な
る
日
が
続
き
、

過
酷
な
冬
山
伐
採
に
あ
え
ぎ
、
一
生
懸
命
に
帰
国
を
待

つ
。
樺
太
の
気
屯
（
北
緯
五
〇
度
線
ま
で
約
十
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
に
遅
い
春
が
来
た
。
二
十
三
年
五
月
、
極
限

の
抑
留
生
活
も
三
年
に
近
い
年
月
が
経
っ
た
。

に
わ
か
治
水
工
事

あ
る
日
（
日
時
忘
れ
る
）
収
容
所
へ
ソ
連
兵
と
ソ
連
民

間
人
の
監
督
者
が
来
て
、
河
川
工
事
の
技
術
者
が
い
な
い

か
と
尋
ね
た
の
で
、
抑
留
者
の
誰
か
ら
も
返
答
が
な
く
、

帰
り
か
け
た
ソ
連
人
に
坂
下
君
が
ど
ん
な
工
事
か
と
尋
ね

る
と
、
川
の
蛇
行
し
て
い
る
区
間
を
流
路
変
更
す
る
の
だ

と
言
い
、「
や
れ
る
の
か
」
と
問
わ
れ
た
の
で
、
坂
下
君

は
「
現
地
を
見
た
上
で
判
断
す
る
」
と
答
え
、
翌
朝
案
内

さ
れ
て
現
地
に
着
い
て
見
る
と
、
河
川
は
既
に
増
水
期
に

入
っ
て
水
か
さ
が
増
し
て
い
る
。
坂
下
君
は
、
や
っ
て
み

る
と
決
断
し
、
必
要
な
人
員
二
十
人
を
指
名
し
、
器
材
等

必
要
な
も
の
も
用
意
で
き
る
と
の
事
で
、
や
る
事
に
す

る
。
期
間
は
二
十
五
日
間
で
や
る
よ
う
に
ノ
ル
マ
を
さ
れ

る
。翌

日
か
ら
二
十
人
の
作
業
員
を
班
別
に
、
伐
採
、
玉
石

の
集
積
、
そ
だ
（
柳
）
に
よ
り
資
材
集
積
充
分
と
見
た

後
、
三
つ
ま
た
を
組
み
、
中
棚
に
重
石
を
乗
せ
、
双
方
の

川
倉
を
そ
だ
で
繫
ぎ
、
右
岸
側
か
ら
順
次
投
入
す
る
毎
日

で
あ
っ
た
。
朝
と
夕
方
の
目
測
で
も
水
深
が
増
す
よ
う
な

水
勢
と
の
闘
い
は
、
暖
を
と
る
た
き
火
が
不
可
欠
、
疲
労

に
耐
え
て
交
替
の
作
業
を
続
け
な
が
ら
、
大
型
川
倉
の
六

組
目
を
投
入
し
た
の
が
作
業
開
始
か
ら
二
十
三
日
目
で

あ
っ
た
。
さ
て
あ
と
二
日
の
工
程
に
名
案
も
な
く
、
空
虚

な
う
ち
に
一
夜
が
明
け
た
。
ダ
ワ
イ
、
パ
イ
ジ
ョ
ン
、
と

警
備
兵
に
促
さ
れ
、
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
の
に
、
皆
と

現
場
に
着
く
や
、
投
入
し
た
川
倉
の
制
御
効
果
が
的
中

し
、
水
勢
が
目
標
通
り
に
左
岸
堤
を
崩
し
、
掘
削
し
た
流

路
が
主
流
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
工
事
完
成
の
報
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告
に
駆
け
つ
け
た
ソ
連
の
監
督
は
「
ハ
ロ
ー
シ
ー
、
エ
ン

ジ
ニ
エ
ル
」
と
満
足
し
て
い
た
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、
日

本
人
の
技
術
に
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
六
日
、
樺
太
の
真
岡
を

出
帆
し
、
新
興
丸
に
て
函
館
港
に
上
陸
し
、
引
揚
援
護
局

に
て
帰
郷
旅
費
四
百
五
十
円
と
未
支
給
前
渡
金
五
百
円
也

と
特
配
購
入
切
符
引
換
券
を
受
け
取
り
、
船
で
青
森
港

着
、
汽
車
に
よ
り
六
年
前
に
北
方
へ
向
か
っ
た
東
北
線
を

今
度
は
東
京
へ
向
か
っ
て
南
下
す
る
事
と
な
り
、
車
中
の

人
と
な
る
。
宮
城
県
通
過
中
に
、
米
を
か
つ
い
だ
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
乗
車
し
て
、
東
京
近
く
に
な
っ
た
と
き
列
車

が
徐
行
し
、
窓
か
ら
そ
の
米
を
外
に
投
げ
出
し
て
い
る
の

を
見
て
、
び
っ
く
り
し
た
。
ヤ
ミ
米
の
運
搬
だ
と
後
で

知
っ
た
。
東
京
で
一
泊
し
翌
日
我
が
家
に
着
く
、
迎
え
に

来
て
く
れ
た
父
の
顔
が
大
変
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
う

れ
し
か
っ
た
。

帰
国
後
は
農
業
に
従
事
し
現
在
に
至
る
。

抑
留
生
活
の
か
す
か
な
記
憶

福
井
県

石

川

好

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
二
十
一
日
生
ま
れ

今
立
郡
今
立
町
大
滝

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三
月
二
十
四
日

岡
本
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

昭
和
十
八
年
一
月
ま
で

家
業
の
和
紙
製
紙
業
に
従
事

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
六
日

大
阪
陸
軍
造
兵
廠
に
軍
属
と
し
て
従
事
、
二
十
年
二
月

一
日
ま
で

昭
和
二
十
年
二
月
十
日

徴
兵
に
よ
り
高
射
兵
と
し
て
舞
鶴
市
東
部
〇
〇
部
隊
に

入
隊

昭
和
二
十
年
二
月
十
三
日

現
地
教
育
の
た
め
満
州
に
出
発
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